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106 (508) 第 101巻第5号
す。それは， 13年前の昭和泊年 7月15CI ，先生の心臓発作満4周年の日附をもっており
ますが， r飢えながら，荒々しし寂家に，和l'を知らず」の語は，わ吉目もふら阻，き
びしい，学聞の人としての先生壱勢第させます。あらゆる世俗的なものに抗し，栄達を
求めず，名利を追わず，先生の眠はつねに真理の方に向けられてし、ました。 r寂審に，
神を知らず」 この語ほど的確に学道の入佐波先生を語る言葉も少し、と思いますが，
その寂翠に耐え，神に救いを求めようとしない意志の人佐渡宜干先生の中に，また， ¥、
ま私が俳句を通してみたような情の人佐波宣平先生を発見することは，私にとって意外
でも何でもありません。
先生は学者としてだけではなく人間として， 63年司生涯を生き抜かれました。 14年前，
随筆集「保険危言」のなかで，心臓を病んだからは，長命おぼつかなしとして，その第
l次生存計画を，恵、給のつく昭和3C年 3月主で，第2次計画を銀婚式の唱和35年 3月ま
で，そして第3次計画壱，昭和40年1月の還麿までとしできれば，君主i暦まで生きの
びたし、o Lれが私としては最大限の願望である」と書かれた先生は，立派にその目的壱
果して世壱去られました。御家族は勿論，先生の縁につながる私たちの淋しさは識に深
いものがありますが，すでに，思い出のなかに，先生の存在のいよいよ重いものになフ
てゆくことに，私はせめてもの慰めを見出そうとしています。先生は闘病の限りを尽く
し，覚悟の最終講義をも終えて，亡くなられました。しかし，君、の心の中に，私の思い
出の中に，かくも鮮かに先生生前の面影が生き，モのお言葉が生きてし、るかぎり，私に
とって先生はL、まも決して速い人ではありません。悲しみの涙をぬぐって，私は私の記
憶の中で，そ奇いう先生をしっかり左捉え，とれからも先生に導か礼て生きてゆくこと
でしょう。合掌。
